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2はじめに--- 『大交流時代』を迎える日本

＜本日お話ししたいこと＞

 大交流時代： 人やモノ、資金、情報などが国境を越え、めまぐるしいスピードで、
しかも複雑に行き交う時代。⇒観光立国とのシナージー

 規格大量生産時代の終焉⇒もはやCopy&Pasteの横並びの経営では持続可能
性は担保できない。

 日本全体の財政状況の悪化⇒国からの移転収支（地方交付税、臨時財政対策
債）が減った時には、もはや「自律的な経営」しか地域のインフラを担保することは
ない。

 原点に帰れ！⇒民間の知恵と資金を活用して成功している海外事例からの学び。

 三位一体による価値創出：

地域による明確な目標設定と事業の成否を左右。

良い官、良い民、悪い官、悪い民、良い地域、悪い地域：

官の役割：コンセッションのメリットを活かす。コンセッション自体は価値を生ま
ず、大切なのは大局を見据えた「制度設計」。
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コンセッション契約
（事業権契約）

事業価値と三位一体

官

民地域

3者間の均衡 公正に定義

必要な規制緩和

長期安定「経営」を可能にする

環境づくり

民間インセンティブの引き出し

地元のコミット

•事業価値を上げるためには、民間にとって魅力のある事業権設定、３者間の創意工夫・協働が鍵。

•民間事業者がインセンティブを持って「経営」を行うための良好な環境づくり

•カントリーリスク（政策サプライズ）を排除するような投資環境



Global Infrastructure Partners 4

沿革
GIPは、2006年にCredit Suisse及びGeneral Electric
の前シニア・エグゼクティブによって設立されました。

設立当初より、高い専門性と業界最高レベルのオペレー
ションマネジメントを一体化することにより、優れたリスク調
整後リターンを産み出す独立系インフラストラクチャー
ファンドとして、投資先企業・施設のサービスの質及び

パフォーマンス向上を目指してまいりました。

GIPの投資先からの年間収入は36億ドル、従業員は
7,600名にのぼります。

拠点は、ニューヨーク、スタンフォード（コネチカット）、ロン
ドン、シドニー。

独立系インフラ投資の専門家であるGIPの特色

経験豊富で、調和のとれたチーム

- 豊富な経験を持つバランスの取
れたチーム。

- 業界及びオペレーションのエキス
パート

投資戦略

- エネルギー、交通、水、廃棄物

- 独占性の高いオリジネーション

- 大規模かつ支配権を前提とする
投資

- 高クオリティ、低リスクの資産。

- OECD諸国を中心とした全世界。

科学的分析と対話・連携による価値
創出

- インフラ運営にとって最も重要な
地域との連携・対話により地域と
の間にWin-winの関係を構築。

- 経営工学的アプローチにより顧客
にとってのWTP（≒価値）を最大
化。顧客とのWin-win関係構築。

- 航空会社との未来志向のコミュニ
ケーションによる価値創出。

規律ある投資行動

- 確立した評価手法

- 規律あるプライシング

- 慎重なレバレッジの活用

- 独立したリスクマネジメント

- 多様な出口戦略

オペレーションによる価値創出

- 経験豊富なリーダーによって構
成される専門チーム

- 業界セクターごとに最良のマネ
ジメント

- パフォーマンス改善を目的とし
た、最新の業界経営手法の活
用実績

トラックレコード

- 業界リーダーとしての確固たる
レピュテーション



ロンドン地域の空港とGIPによる交通セクターへの投資 5

出所：「交通社会資本整備・運用におけるインフラファンドの可能性」（『運輸
と経済』2012年1月号

出所：「日本のインフラファンド市場発展のための課題と展望」（『証券ア
ナリストジャーナル』2014年2月号）



ケーススタディ：London City Airport  NY便新設 6

出所：「 空港運営のあり方に関する検討会報告書p8」
（平成23年7月）



7ケーススタディ：Gatwick  Airport

 “We hate queues!: 顧客との「ビジョン」の共有

 顧客が如何にスムーズに飛行機に乗り降りできるかに執念を
燃やす経営。（win-win-win）
 BHSに影響を与える要素の分析と改善（図１）。

 保安検査に影響を与える要素の分析と改善。（図2）
 入管サービスの分析と改善のための交渉

 適時の設備投資（保安検査場改善）とそれにより余剰と
なった人員をCS分野で積極的に活用。

 インフラの現場に「見える化！」を通じ、顧客満足度・空港のブ
ランドロイヤリティーの向上。

（右）保安検査場の5分
以内での通過率の改善
（図2）

（左）荷物受取パフォー
マンス分析（図1）



ケーススタディ：Gatwick  Airport（続き） 8

 シックスシグマ（6σ）と現場の業務改善意識という文化・DNAの浸透の融合。
*シックスシグマとは、製造業の製品製造工程において統計分析・品質管理等により、プロセスを分析して原因の特定や対策を行い、不良率の引き下げや顧客満
足度の向上等を実現する経営管理手法。GEが経営全般のプロセス改善、効率化の手法として確立したことで製造部門に留まらず、サービス業等の非製造業も
含む多くの企業に広まった。

定時離陸率の向上管理

出所：全てGatwick空港

顧客満足度指標乗客関連指標の管理



9まとめ：コンセッションのメリットを生かした民間による空港運営とは？

 大切な官、民、地域の対話と信頼関係（三位一体）

＜地域にとっての宿題＞

 案件推進のために重要なのは首長に代表される地域のリーダーシップ

 決して楽な道ではないが、その行く末には大きな成果がある。

 地域の宿題：国との交渉、民間の選定、議会・地域の説得。

 形式主義(Copy&Paste）を排せ：従来のやり方を見直さない限り、『変革』は中途半端な結果になるリスクもある。

 良い官、良い民、悪い官、悪い民。。。。。

＜官（発注者）にとっての宿題＞

 コンセッション：選び方が重要、選ぶ側にもセンスが必要。

 誰を

 どのように選んで、

 何をさせたいか（地域のVision）
⇒Visionが無ければそのような民間活用・パートナーシップがうまく行かないのは民間の世界でも同じ。

＜民間事業者の宿題＞

 We hate queues!  ：顧客とのビジョン共有と科学的アプローチの融合(ガトウィック空港）

空港のサービス向上のために、空港サービスに影響を与える関係者のパフォーマンスを数値化し、航空会社、管制会
社（NATS)、入国管理局（Border Agency）とサービスレベルの交渉を通じた価値向上。

 ロンドンシティエアポート⇔ニューヨークJFK直行便は、ヒースローからの便と比べて平均￡500程度高い価格設定にも
関わらず、連日ほぼ満席。（ロンドンシティエアポート）



10Questions?

ディスクレーマー：本資料に掲載されている事項は本研究会に関連する情報提供を目的とするものであり、

投資勧誘を目的としているものではありません。掲載された内容に基づいて被った損害については、一切

の責任を負いかねます。
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